
 優先度評価【現行のガイドライン】
 ○第一次スクリーニングで抽出した大規模盛土造成地について、全箇所の現地踏査を実施。

 ○下図の優先度評価フローに従い、第二次スクリーニングの優先度を評価し、A～Cへ区分する。

出典：大規模盛土造成地の滑動崩落対策推進ガイドライン及び同解説
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